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暑さなんか、ふっとばせノ[7/9プール開きでの神崎保育所の園児のみなさんです〕 

■まちづくりの合言葉（キーワード） 

力一感 動（ょろこびとやさしさ） 

ナー仲良し（ふれあいと協調） 

ダー大好き（バ、るさと愛と自立） 
住みつづけたいまち 

住んでみたいまちKA Nl4D
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第32回郡民体育大会 

トピックス 
水道ぼうやのたび 
ごみ減量運動について 

有害環境の浄化 

今月は何があるかな 

お知らせ 

かなだのむかしばなし 

あなたのための国民年金 
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8
月
6

日
は
広
島
原
爆
記
念
日
で
す
。
午
前
8

時
 15 

分
か
ら
ー
分
間
の
も
く
と
う
を
グ
ー
 

インテ‘アカ総言 

田川郡民 
体育大会報告 

その2 

老人保健福祉計画講演会 

7 /2 （金）（保坂恵美子さん） 

糾
研
ヤ
冗
川
大
争
長
費
保
皿
急
美
子
氏
 

・インディアカ総合 

・剣道三段の部 池田 数喜氏 

32回の郡民体育大会に金田町 

の代表としてその日のために練 

習を積み重ねられた多くの選手 

の皆さんに、あらためてお礼を申 

し上げます。 

来年もまた、より多くの人達に 

声をかけ合い、誘い合って郡民体 

育大会に出場下さいますよう重 

ねてお願いします。選手の皆さ 

ん、応援にきてくださった皆さ 

ん、本当にご苦労さまでした。 

ボール・バスケットボール・軟 

式野球）が各町村の会場で行わ 

れました。 

金田町からも、それぞれの種目 

に出場し健闘した結果は次のと 

おりです。 

●優 勝 

・バレーボール（一般女子の部） 

・剣道五段の部 池長 和美氏 

●2位 

・インディアカ（A才代） 

・女子ソフトボール 

●3位 

・相撲（一般の部） 

6月13日の陸上競技は雨のた 

め中止となり、郡民体育大会の開 

会式のみが赤村役場で行われま 

した。その席上、金田町から社会 

体育功労者として、バトミントン 

を長年指導してこられた平井誠 

一さんが個人表彰を、女子バレー 

ボールのレモンズが団体表彰を 

受けました。 

6月20日 

（男子ソフトボール・ 

ン・剣道） 

6月27日 

（相撲・インディアカ・バレー 

田川地区公民館指導者研修会 

上金田公民館（辰島久江さん） 
1 

ト
尾
形
 

隆
憲
 

て
る
子
一
」
夫
妻
 

ノぐトミント 

金田ブランド米？ 

合鴨農業はじまる（荒木勇久雄さん・永冨久三さん） 

女
子
 

役場玄関に 

七タをかざりつけ 
（金田学園のみなさん） 

レ
ー
 

8
月
9

日
は
長
崎
原
爆
記
念
日
で
す
。
午
前
 11 

時
2

分
か
ら
1

分
間
の
も
く
と
う
を
グ
ー
 

ニ重ケ池現地視察 

プロジェクトチーム 

町づくり委員会の 

みなさん 

器男聾懇和美さん

'93全九州空手道選手権大会 

押忍、実戦空手道錬心館です。6月 

2〇日に第2〇回’93全九州空手道選手 

権大会が、福岡武道館にて3年生以上 

~―般まで参加して開催されました。 

当道場より3年～5年まで4名参加し、 

成績は、次の通りでした。 

3 年の部 4 位 井本 敬喜 

4 年の部 ベスト8 松山 司 

優勝 堀池 孝幸 

5 年の部 優勝 井本 善尊 

右から w . 
井本善尊くん 
堀池孝幸くん 
松山 司くん 
井本敬喜くん 

目標は優勝を目指し、チャレンジ精 

神をモツトーにして頑張っています。 

7 月1日より町武道館にて火・木曜の 

17 : 30"'19 :3〇まで稽古していま 

す。 

⑥5才以上の健康な男女の方一緒に 

汗を流してみませんか。 

連絡先冨(22) 5824（自宅） 

役場水道課勤務 堀池 弘幸 

(3) 1993年（平成5年）8月1日 1993年（平成5年）8月1日（2) 



8
月
 15 

日
は
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
で
す
。
正
午
か
ら
一
分
間
の
も
く
と
う
を
グ
ー
 

水道ぼうやのたび 

水道の水になるためにグ 

こんにちは！僕は元気な水道ぼうやです。いつも、僕を大切にし 

てくれてありがとう。僕たちもみんなの役に立つのが一番うれしい 

んだ。みんなが、毎日利用している水道は、安全で健康的な生活に 

なくてはならないものだよね。僕たちはー年中休むことができない 

んだ。今日は、僕たちをもっとよく知ってもらうため、楽しい水道 
たび はなし 

の旅の話をします。 

譲翁舞 
7登拶箱 
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I ゴミ減量運動についてI 
~ ~ 

醸麟麟 
僕たちは、雲のお母さんに見送れて、雨や雪になって山や野原に 

舞い降ります。そして、川になったり、地面にしみこんで地下水に 

なったりします。川になった僕たちは魚やカ二と遊びながら川下 

ノ＼と泳いでいきます。「あれっ！？泣いてる水道ぼうやがいるよ！」 

その水道ぼうやは、川に出される生活排水（洗剤や油の混じった利 

用後の水）やゴミなどで汚れてしまったといって泣いているのです。 

（つづく） 

※問い合せ 冨22一6669（直通）水道課まで 

金田町では増え続けるごみの減量化 

対策の一環として、中元期における簡 

易包装を推進しています。 

美しく包まれたお中元の商品も中の 

品物を取り出してしまえば、包装紙は 

ごみ箱行きとなります。金田町ではご 

みの量が急増しており、そのごみの中 

でも紙の占める割合は年々増していま 

す。また、ごみの処理には莫大な費用 

を要し、平成5年度で町民一人あたり 

600円にもなっています。もちろん、 

これには税金が充てられています。 

簡易包装は、紙の使用量抑制を通し 

てごみの減量につながり、ごみ処理費 

の節減にもなります。 

さらに、紙は木からつくられており、 

簡易包装は限りある森林資源を守り、 

ひいては地球環境の保全につながりま 

す。 
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有
害
環
境
の
浄
化
 

青
少
年
が
健
全
に
育
つ
環
境
つ
く
り
 

最
近
の
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
 

を
見
る
と
、
享
楽
的
な
風
潮
を
反
映
し
 

て
、
少
年
少
女
向
け
ポ
ル
ノ
パ
ソ
コ
ン
 

ソ
フ
ト
な
ど
、
性
や
暴
力
を
売
り
物
に
 

す
る
も
の
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
街
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
 

ど
に
は
ピ
ン
ク
チ
ラ
シ
な
ど
が
あ
ふ
れ
、
 

さ
ら
に
「
力
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
」
が
新
た
 

な
非
行
の
温
床
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
暴
力
団
は
、
そ
の
勢
力
を
維
 

持
、
拡
大
す
る
た
め
に
、
少
年
に
対
し
て
 

様
々
な
形
で
近
づ
き
、
言
葉
巧
み
に
組
 

織
活
動
へ
取
り
込
ん
で
少
年
を
支
配
下
 

に
置
い
た
り
、
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
等
 

の
薬
物
の
密
売
あ
る
い
は
少
女
売
春
な
 

ど
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
著
し
く
阻
 

害
す
る
悪
質
な
福
祉
犯
罪
に
深
く
関
与
 

し
て
い
る
実
態
に
あ
る
な
ど
、
少
年
を
 

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
楽
観
を
許
さ
 

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
 

少
年
を
暴
力
団
か
ら
守
る
活
動
、
少
年
 

少
女
向
け
の
漫
画
、
ポ
ル
ノ
パ
ソ
コ
ン
 

ソ
フ
ト
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
そ
し
て
力
 

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
こ
れ
ら
は
少
年
の
非
 

行
防
止
と
、
健
全
育
成
上
ゆ
る
が
せ
に
 

で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
少
年
を
暴
力
団
か
ら
守
る
 

暴
力
団
は
、
少
年
を
人
的
供
給
源
と
 

し
て
、
少
年
に
対
し
て
加
入
を
強
 

8
月
 29 

日
 

ロ
 要

。
勧
誘
し
て
い
る
ほ
か
、
資
源
を
 

獲
得
す
る
た
め
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
 

物
の
密
売
、
少
女
売
春
等
、
少
年
の
 

福
祉
を
害
す
る
悪
質
な
犯
罪
を
敢
行
 

し
て
お
り
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
 

著
し
く
阻
害
し
て
い
る
。
 

こ
の
た
め
、
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
 

の
影
響
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
暴
 

力
団
に
よ
る
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
 

犯
罪
の
検
挙
を
積
極
的
に
行
一
つ
な
 

ど
、
少
年
を
暴
力
団
か
ら
守
る
活
動
 

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
 

り
ま
す
。
 

対
 
策
 

0

「
少
年
組
員
ゼ
ロ
作
戦
」
の
推
進
 

及
び
加
入
防
止
を
図
る
た
め
、
「
少
 

年
組
員
ゼ
ロ
作
戦
」
を
強
力
に
推
進
 

し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
戦
は
、
言
葉
 

巧
み
に
勧
誘
さ
れ
暴
力
団
に
加
入
し
 

た
少
年
の
多
く
が
、
暴
力
団
を
辞
め
 

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
怖
く
て
言
い
 

出
せ
な
い
と
い
ー
つ
状
況
に
あ
る
こ
と
 

か
ら
、
警
察
が
積
極
的
に
働
き
か
け
 

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
暴
力
団
か
ら
の
 

離
脱
を
図
る
と
同
時
に
、
暴
力
団
と
 

交
際
し
て
い
る
少
年
に
暴
力
団
と
の
 

交
際
を
や
め
さ
せ
、
そ
の
加
入
を
防
 

止
す
る
と
い
ー
つ
も
の
で
す
。
そ
の
 

際
、
暴
力
団
が
離
脱
を
決
意
し
た
少
 

日
 

お中元の時期を迎え、簡易包装の推 

進について金田町民の皆様の御理解と 

御協力をよろしくお願いいたします。 

福祉課環境衛生課係 

容 22一6664 
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年
の
脱
退
を
妨
害
し
た
り
、
加
入
の
 

勧
誘
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
平
成
 

四
年
の
施
行
さ
れ
た
「
暴
力
団
員
に
 

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
 

る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
 

で
、
こ
の
法
律
を
活
用
し
て
、
そ
ー
つ
 

し
た
行
為
に
対
し
て
は
、
中
止
命
令
 

を
発
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
離
脱
し
た
少
年
の
社
会
復
帰
を
 

促
進
す
る
た
め
、
暴
力
追
放
運
動
推
 

進
セ
ン
タ
ー
等
と
協
力
し
て
、
就
職
 

の
援
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

＠
福
祉
犯
罪
の
取
締
り
 

少
年
に
対
す
る
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
 

剤
等
薬
物
の
密
売
や
少
女
売
春
等
の
 

少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
に
暴
力
 

団
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
 

警
察
で
は
、
暴
力
団
に
重
点
を
置
い
 

た
福
祉
犯
の
取
締
り
を
強
力
に
推
進
 

し
て
い
ま
す
。
 

問
題
と
さ
れ
る
漫
画
は
、
普
通
の
少
 

年
少
女
向
け
漫
画
等
と
一
見
何
ら
変
 

わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
タ
イ
ト
ル
も
 

ご
く
普
通
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
 

そ
の
内
容
で
は
、
学
校
を
舞
台
に
し
 

た
性
交
や
強
姦
場
面
等
な
ど
が
描
写
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
ー
つ
な
漫
画
 

は、 

一
般
書
店
の
コ
ミ
ッ
ク
コ
ー
 

ナ
ー
や
コ
ン
ビ
二
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
 

ど
に
置
か
れ
少
年
が
親
の
知
ら
な
い
 

ー
つ
ち
に
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
 

で
き
る
一
方
、
こ
れ
ら
有
害
な
図
書
 

を
刊
行
す
る
出
版
社
は
依
然
と
し
て
 

後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

平
成
二
年
、
和
歌
山
県
下
の
主
婦
を
 

「喝嫌施旗扇i「「「 し尿収集料金の改定についてお知らせノ 
吻
 

吻
 

吻
 

吻
 

吻
 

吻
 

吻
 

吻吻吻吻切吻助助 り助助助助助吻吻吻助切吻助吻りり助の助い助切助ゆ吻助 吻
 

吻
 

吻
 

の
 

吻
 

『
 】

s
s

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

§

s

§

§

§

§

§

§

§

§

§

勤

 

F平月Eもい評価名む印ま駆負担巨FFF「 
「 「 「『「「「「「「 「「 「「「「「「「「「 

各市町村では、平成6年度に行う 

固定資産税の評価替えにおいて、 

評価のなお一層の均衡化・適正化を 

進めています。 

また負担については、無理なも 

のとならないように地方税法等の 

改正が行なわれております。 

詳しくは、後日各世帯に配布致 

しますリーフレット等をご覧下さ 

い。 

問合先 県地方課税政係 

容 092 - (651) -1111 

内線2276 

廃棄物の処理につきましては、平素より町民の皆様方の御協力を頂き深く 

感謝申し上げます。 

公共料金の値上げは、町民の方々の家計に直接負担が、かかることになりま 

すので、平成2年以来据え置いて参りましたが、その収集に伴う人件費の増 

と、諸物価の上昇等により、これ以上料金の据置きは無理だと判断し、去る平 

成4年12月の定例議会に提案しました。 

議会は公共料金の重要案件でありますので、専門の常任委員会に審議付託 

となり、数度の委員会で慎重な討議の結果、値上げ時期を3カ月遅らせ9月か 

らとし、改定料金については、やむを得ないとして、6月定例議会において可 

決されました。 

町民の皆様におかれましては、出費多端の折とは存じますが、次のとおり料 

金改定となりますので、よろしくお願いいたします。 

J 
J 

フ
 

中
心
と
す
る
団
体
の
運
動
を
は
じ
め
 

と
し
て
、
こ
ー
つ
し
た
少
年
の
健
全
な
 

育
成
に
と
つ
て
有
害
な
漫
画
を
追
放
 

す
る
気
運
が
高
ま
り
、
国
会
請
願
も
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
自
治
体
で
 

も
有
害
図
書
排
除
の
決
議
が
な
さ
 

れ
、
大
阪
、
広
島
、
東
京
な
ど
で
青
 

交通ルールとマナーを身につけ 

交通事故を防止しようF 

重 

点 

または 税務課 

容(22）一0557 

平成5年9 月1 日から 

現行36 2 『 360円』から 

『400円』 に改定されます。 

（消費税含む） 

集
 

う
 

収
金
額
 

尿
料
月
 

し
 

く
 

少
年
に
有
害
な
図
書
の
規
制
等
内
容
 

と
す
る
条
例
（
以
下
条
例
と
い
ー
つ
）
 

が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
等
の
漫
 

画
に
対
し
て
有
害
指
定
が
な
さ
れ
る
 

よ
ー
つ
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
つ
づ
く
）
 

（
寄
稿
 

行
政
相
談
員
 
植
高
薫
さ
ん
）
 

ー
高
齢
者
と
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
 

の
反
射
材
用
品
等
交
通
安
全
用
具
の
周
知
と
普
及
活
用
 

②
高
齢
者
の
車
道
横
断
や
子
ど
も
の
飛
び
出
し
な
ど
、
危
険
な
行
 

動
に
対
す
る
「
声
か
け
」
と
 
「
保
護
誘
導
活
動
」
 
の
推
進
 

⑧
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
 
「
交
通
安
全
指
導
」
と
「
正
し
い
点
 

検
整
備
」
 
の
促
進
 

④
高
齢
者
に
対
す
る
参
加
型
・
実
践
型
の
交
通
安
全
教
育
の
推
進
 

及
び
訪
問
指
導
の
促
進
 

2

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

の

着

用

を

徹

底

し

よ

う

 

①
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
着
用
効
果
の
広
 

報
・
啓
発
活
動
の
徹
底
 

②
家
庭
、
地
域
、
職
場
ぐ
る
み
に
よ
る
着
用
機
運
の
醸
成
 

⑧
事
業
所
等
に
か
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
指
導
の
徹
底
 

④
子
ど
も
の
後
部
座
席
同
乗
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
啓
 

発
の
促
進
 

3
青
少
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
と
 

暴
走
族
を
追
放
し
よ
う
 

『
水
と
灯
火
の
タ
べ
』
午
後
7
時
か
ら
9
時
 30 

分
ま
で
（
彦
山
川
、
中
元
寺
川
合
流
点
）
 

①
青
少
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
防
止
の
た
め
の
交
通
安
全
教
育
・
 

指
導
の
強
化
 

②
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
に
お
け
る
無
謀
運
転
と
暴
走
族
追
 

放
機
運
の
醸
成
 

③
暴
走
族
追
放
「
3
な
い
運
動
（
暴
走
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に
 

行
か
な
い
）
」
 
の
徹
底
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1993年（平成5年）8月1日（4) (5) 1993年（平成5年）8月1日 
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今月は何があるかな 今月は何があるかな 

t

ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
→
 

日 曜日 時 間 場 所 催 し物・行事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

⑩
 

日
 

8 : 00-10 : 00 
8【 30-16 : 30 

町 内 河 川 

町 民 球 場 

第2回ふるさとの川クリーン運動 

田川郡子供会親善スポーッ大会 

福祉課環境衛生係 

社 会 教 育 課 

22 一6664 

22 一2200 

23 月
 

処暑 

24 火
 ミ 

旧七夕 
下今任鎮火 

地蔵尊祭り 

25 水
 

10 : 00-15 : 00 福祉センター 心 配 ご と 相 談 社会福祉協議会 22 - 6631 

26 木
 

10 : 00-45 : 00 総 合 会 館 下田川地区老人大学講座 社 会 教 育 課 22 一2200 

27 金
 

二 

⑩
 

土
 

こ 土 曜 閉 庁 総務課庶務係 22 一0555 

⑩
 

日
 

8 : 30'-16 : 30 
19: 00-21 : 30 

糸田町民球場 

人見・宝見橋下流 

下田川子ども会スポーッ大会 

水 と 灯火 の 夕 べ 
社 会 教 育 課 

実 行 委 員 会 

22 - 2200 

22 一0556 

30 月
 

31 火
 

8 : 30-17 : 00 
8・30-47:00 

8 : 30-47 : 00 

口
 

窓
 

係
 

計
“
 
" 

会
 

場
 

役
 

住 民 税 二 期 納 期 限 

7 月分水道料金納付期限 

国民健康保険税第二期納期限 

税務課賦課係 

水道課業務係 

住民課国保年金係 

22 一0557 

22 一6669 

22 一6663 

1993年（平成5年）9月（長月［ながっき］SEPTEMBER) 

1
 

水
 

二 
広報 『カナダ』 9 月号発行 

二 学 期 始 業 式 

企 画 開 発 課 

金田小・中学校 

22 一5556 

22 一0061 
・0136 

二百十日 

H
 

一

 

木
 

10 : 00 - 15 : 00 総 合 会 館 下田川地区老人大学講座 社 会 教 育 課 22 一2200 

Q
U
 全

 
二 

万」局～ 

一
土
 

日
 

~ 土 曜 閉 庁 総務課庶務係 22 - 0555 

6
 

月
 

［

ー

 

火
 

' 

J j 

8月花だより 

7
 

9:00 -12:00 総 合 会 館 
ア ジ サ イ 植 替 

大作戦 

役場職員活性化 

推進委員会 
22 一0556 

（事務局企画開発課） 

ご一緒に 

いかがですか 

8月フェスタ 

29 19:00 -21:30 

彦 山 川 と 

中 元寺川 の 

合 流 点 

水 と 灯火の 夕 べ 
水と灯火の夕べ 

実 行 委 員 会 

22 一0556 

1993年（平成5年）8月（葉月［はづき］AUGUST) 

日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

①
 

ロ
口
 大分県香々地 

広報 「カナダ」 8 月号発行 

少 年 ‘の バ ス 

企画開発課広報 

社 会 教 育 課 

22 一0556 

22 一2200 

。
ノ
ム
 月

 

8 : 30-17 : 00 
8 : 30-47 : 00 
8 : 30-17 : 00 
8:30- 17・00 

役場住民課窓口 

役場会計係窓口 

役場会計係窓口 

役場会計係窓口 

母子医療受給者証の更新 

固定資産税二期納期限 

国民健康保険税第一期納期限 

6 月分水道料金納付期限 

住民課国保年金係 

税務課賦課係 

住民課国保年金係 

水道課業務係 

22 一6663 

22 一0557 

22 一6663 

22 一6669 ［
三
 

火
 

イ
唾
 水

 

に
J
 木

 

10 : 00-15 : 00 総 合 会 館 下田川地区老人大学講座 社 会 教 育 課 22 一2200 

nb 金
 

出 校 日 （平 和 学 習） 金田小・中学校 22 - 0061 

・0136 

広島原爆 
記念日 

⑦
 

土
 

9 : 00-12 : 00 

19 : 30- : 

総 合 会 館 

上金田公民館 

ア ジ サ イ 植替大作戦 

土 曜 閉 庁 

「ふれあい塾」等の地区説明会 

活性化委員会 

総務課庶務係 

学 校 教 育 課 

22 一0556 

22 一0555 

22 一0425 

立秋 

鼻の日 

⑧
 

ロ
口
 

こ 

。
u
 月

 

19 : 30- : 
9 : 00-10 : 00 

町 民 会 館 野菜っくり講習会（2 回目） 

広報『カナダ』9月号原稿締切日 

産業労働課産振係 

企画開発課広報 

22 一6665 

22 一0556 

長崎原爆 
記念日 

10 火
 

11 水
 

8: 30-17 : 00 役場福祉課窓口 （特別）児童扶養手当現況届 

(-31 日） 
福祉課福祉係 22 - 6664 

12 木
 

13 金
 

旧うら盆 

⑩
 

土
 

こ 土 曜 閉 庁 総務課庶務係 
22 - 0555 

⑩
 

円】 三 ~ 
戦没者を追悼し、 

平和を祈念する日 

月おくれ 

うら盆 

16 月
 

17 火
 

18 水
 

19 木
 

13 : 30-14 : 30 
19 : 30-21 : 00 

町 民 会 館 

神 崎保育所 

三 種 混 合 （D P T ) 

盆おどり大会（雨天時21日） 

福祉課環境衛生係 

神 崎 保 育 所 

22 - 6664 

22 一3399 

20 金
 10 : 00-li : 00 役場2階集会室 

出 校 日 

乳 児 相 談 

金田小・中学校 

福祉課環境衛生係 

22 一0061 

・0136 

22 - 6664 

②
 

土
 

二 土 曜 閉 庁 総務課庶務係 22 - 0555 

ー

 
ふ

る

さ

と

カ

ナ

ダ

ま

ち

づ

く

り

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

に

む

け

て

の

調

査

・

討

議

・

実

施

計

画

書

づ

く

り

ー

 
※ ご注意ください。 網かけの日 （毎週土・日曜日と祝祭日）は、すべて役場が休みの日です。 

(7) 1993年（平成5年）8月1日 1993年（平成5年）8月1日（6) 



平
成
5
年
度
個
人
事
業
税
第
一
期
の
納
期
限
は
8
月
 31 

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
福
岡
県
田
川
県
税
事
務
所
谷
 44 

1
8
1
1
1

（
代
表
）
)
 

福岡県警察官董I佳 
婦 人 警 官分木 

（高校卒程度） 

第1次試験日 

9月19日（日） 

第2次試験日～10月中旬 

-11月上旬 

受付期間 

7月26日（月）-8月24日（火） 

問い合わせ先 

田川警察署 警務課 

谷 42一2120（内線211 212) 

戦没者等の妻及ひ父母等の皆さまハ、 

一特別給付金が継続支給されます＝ 

〇特別給付金の最終償還を終えた戦没者等の妻及び父母等に改 

めて特別給付金が支給れさます。 

〇第10回特別給付金「い号」国債を受けられた戦没者等の妻に、 

額面180万円の特別給付金が支給されます。 

〇第14回特別給付金「い号」国債を受けられた戦没者の父母等 

に、額面90万円の特別給付金が支給されます。 

〇請求手続き及び内容の詳細につきましては… 

金田町役場福祉課 冒22 - 6664までお問い合せください。 

「行方不明者をさがす相談所」特 設 
県警本部では、昭和63年から 「行方不明者をさがす相談所」 を常設し、 

いつでも相談を受けていますが、今年も全国一斉の「行方不明者等捜査強 

化期間」行事として「相談所」を特設します。次のような問題を抱えて困 

っている方は、気軽に御相談下さい。 

相談のためおいでになるときは、写真など手がかりとなるものを持参下 

さい。秘密は厳守します。 

〔相談所特設の月日〕 

●平成5年9月1日（水）から9月5日（日） 

までの5日間毎日午前9時から午後4時 

まで 

〔相談所の場所〕 

福岡市博多区東公園7番7号 

福岡県警本部1階144会議室 

〔相談内容〕 

・家を出て長期間になるが、行方がわか 

らなし、 

●遺書や日常の言動から自殺のおそれが 

ある 

●病弱、老齢、年少などのため死亡してい 

るかもしれない 

●犯罪の被害者となっているおそれがある 

平和への願い 

「福岡県戦時資料展」 

日 時 

平成5年8月9日（月）~ 

8月15日（日） 

期間中、休館日なし 

午前10時～午後5時 

場 所 

コスメイト行橋 

行橋市中央1丁目9 -3 

谷 (09302) 5 - 2300 

問い合わせ先 

福岡県 

総務部県政情報課総務係 

福岡市博多区東公園7 -7 

冒 (092) 622 - 0804 

0 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
募
集
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ラ
 

オ
ケ
等
の
お
世
話
を
し
て
下
さ
 

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
 

し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
せ
先
 

金
田
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

谷
 22 

1
6
6
3
1
 

母
子
医
療
受
給
者
証
 

の
更
新
に
つ
い
て
 

現
在
の
お
持
ち
の
母
子
医
療
証
の
 

有
効
期
限
は
、
平
成
5
年
7
月
 31 

日
 

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

医
療
証
の
更
新
を
次
の
と
お
り
行
 

な
い
ま
す
。
 

1

期
間
 

平
成
5

年
8

月
2

日
 

（
月
）
、
9

日
（
月
）
 

2

場
所
 
金
田
町
役
場
 
住
民
課
 

国
保
年
金
係
 

3

手
続
き
に
必
要
な
物
と
し
て
 

①
母
子
医
療
受
給
証
 

②
医
療
保
健
証
 

③
児
童
扶
養
手
当
て
の
証
書
又
 

は
、
年
金
証
書
 

④
本
籍
が
金
田
町
以
外
の
人
は
、
 

戸
籍
の
謄
本
（
1
通） 

⑤
印
鑑
 

※
母
子
医
療
の
該
当
が
な
く
な
っ
た
 

方
も
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

。
 。

 

9〇手話の会へのおさそい〇〇 
N

H7鳶 

し お
 

おし、しし、 

吉 田 信 子 
冨22 - 6663 

（金田役場住民課勤務） 

お問い合せ先 
河 西 秀 美 
冨22一2662 

あ
り
が
と
ー
つ
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
 

付
金
は
社
会
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
 

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
 
長
 
犬
丸
 
瑞
穂
 

（
寄
付
金
）
 

田
川
 

楽
友
会
 
木
下
 
行
則
様
 

（
香
典
返
し
）
 

故
 
出
水
ス
ズ
コ
様
 

上
金
田
 
出
水
 
正
道
様
 

故
 
林
 

フ
ミ
子
 

福
 
吉
 
藤
本
 
書
雄
様
 

1993年（平成5年）8月1日（8) 
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一
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一 

か
な
然
畿
む
か
し
ば
な
し
 

落
政
の
は
じ
ま
り
と
大
庄
屋
六
角
家
 

大
内
氏
の
制
圧
以
来
し
ば
ら
く
平
穏
 

で
あ
つ
た
田
川
も
天
文
二
十
年
（
一
五
 

す

え

は

る

 

五
一
）
九
月
、
大
内
義
隆
が
家
臣
陶
晴
 

か
た
 

賢
に
攻
め
ら
れ
て
自
殺
す
る
や
再
び
戦
 

乱
が
く
り
か
え
さ
れ
る
よ
ー
つ
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

陶
晴
賢
を
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
 

も

と

な

り

 

厳
島
の
戦
い
で
敗
死
さ
せ
た
毛
利
元
就
 

は
、
旧
大
内
領
を
確
保
し
よ
ー
つ
と
、
門
 

司
城
を
攻
め
、
香
春
、
秋
月
も
攻
め
て
 

支
配
下
に
入
れ
ま
し
た
。
 

よ
し
レ
げ
 

一
方
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）
は
、
こ
の
期
 

を
失
せ
ず
豊
前
に
侵
入
し
、
永
録
四
年
 

に

は

ら

 

べ
 
つ

毒

 

（
一
五
六
一
）
六
月
に
、
田
原
、
戸
次
の
 

両
将
に
命
じ
て
六
千
余
騎
の
軍
勢
で
香
 

春
城
を
攻
め
ま
し
た
。
時
の
城
主
原
田
 

種
義
は
三
百
騎
余
り
、
毛
利
方
と
し
て
 

し
ゅ
ー
つ
か
 

こ
の
大
軍
を
迎
え
撃
ち
ま
す
が
衆
寡
敵
 

せ
ず
、
最
後
に
残
っ
た
一
族
二
十
三
人
 

と
自
害
し
て
果
て
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
琵
琶
に
も
残
る
香
春
合
戦
記
 

の
も
と
で
あ
り
、
落
武
者
の
一
部
が
金
 

田
村
の
黒
尾
に
来
住
し
て
、
戦
死
者
を
 

つ
い
と
ー
つ
 

追
悼
す
る
庵
寺
を
建
て
た
の
が
、
常
立
 

寺
の
お
こ
り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
 

す。 
こ
の
後
豊
前
の
北
部
は
毛
利
と
大
友
 

両
軍
の
争
奪
の
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
 

豊
臣
秀
吉
が
九
州
征
伐
を
終
え
、
関
ケ
 

原
の
戦
い
の
後
に
徳
川
家
康
へ
と
政
権
 

が
移
り
、
藩
政
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
間
の
香
春
及
び
小
倉
の
城
主
は
 

次
の
通
り
で
す
。
 

あ

き

た

ね

 

一OI
橋
一
一
一
河
守
鑑
種
、
天
正
七
年
よ
り
 

も
と
た
ロ
 

二
十
年
間
。
高
橋
九
郎
元
種
、
天
正
七
 

年
よ
り
七
年
間
。
毛
利
壱
岐
守
勝
信
、
 

天
正
十
五
年
よ
り
十
三
年
間
。
細
川
越
 

中
守
忠
興
、
忠
利
、
慶
長
六
年
よ
り
」
一
 

十
一
年
間
。
小
笠
原
忠
真
よ
り
九
代
、
 

寛
永
九
年
よ
り
慶
応
二
年
ま
で
二
百
」
一
 

十
四
年
間
。
 

こ
の
ー
っ
ち
藩
政
の
基
礎
を
作
っ
た
の
 

は
細
川
氏
で
、
小
笠
原
氏
は
そ
の
や
り
 

方
を
受
け
つ
い
で
明
治
維
新
ま
で
続
け
 

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

細
川
氏
は
入
国
以
来
国
内
の
検
地
を
 

ふ
 

行
な
い
、
六
尺
一
分
四
方
を
一
歩
と
し
、
 

三
〇
〇
歩
を
一
反
、
 

一
〇
反
を
一
町
と
 

し
て
の
土
地
を
基
準
と
し
ま
し
た
。
田
 

し
つ
 

畠
は
質
に
よ
つ
て
上
・
中
・
下
・
下
々
に
 

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
標
準
収
穫
量
を
 

ま
す
 

規
定
し
、
析
も
京
析
に
一
定
し
ま
し
た
。
 

検
地
に
は
役
人
を
派
遣
し
、
村
単
位
 

で
土
地
一
筆
ご
と
に
、
地
名
等
級
、
面
 

積
、
石
高
、
作
人
を
検
地
帳
に
記
し
、
検
 

地
帳
に
記
載
さ
れ
た
作
人
を
本
百
姓
と
 

し
ま
し
た
。
本
百
姓
は
そ
の
土
地
を
保
 

有
し
て
耕
作
す
る
権
利
を
も
つ
と
と
も
 

に
年
貢
を
納
め
る
義
務
を
も
ち
ま
す
。
 て

 

ま
た
領
内
の
各
郡
を
十
数
ケ
村
の
手
 

大庄屋六角家の現在の屋敷 

永
に
分
け
、
各
手
永
に
は
大
庄
屋
を
任
 

一
」
お
り
 

命
し
て
、
郡
奉
行
ー
大
庄
屋
ー
庄
屋
ー
 

ぼ
ー
つ
ず
 

方
頭
ー
組
頭
と
い
ー
つ
農
村
の
支
配
体
制
 

を
確
立
し
ま
し
た
。
 

金
田
手
永
は
中
元
寺
川
下
流
域
十
」
ー
 

ケ
村
で
大
庄
屋
は
金
田
村
の
六
角
家
で
 

し
た
。
六
角
家
は
系
図
な
ど
に
よ
れ
 

一つ 

だ
 
げ
 
ん
 
じ
 

ば
、
宇
多
源
氏
佐
々
木
源
三
郎
秀
義
の
 

5
ゃ
と
り
ゅ
う
 

や

す

さ

だ

 

嫡
流
で
、
四
郎
左
衛
門
泰
貞
が
は
じ
 

め
岩
石
城
に
居
り
、
幾
多
の
盛
衰
を
経
 

む
ら
 

て
天
正
の
こ
ろ
は
福
田
邑
（
大
任
町
）
 

に
居
住
し
て
い
た
が
、
慶
長
十
九
年
に
 

や

す

も

と

 

げ

ん

な

 

四
郎
兵
衛
泰
基
が
金
田
に
移
り
、
元
和
 

や

す

ひ

さ

 

二
年
そ
の
弟
の
泰
久
が
、
小
倉
藩
主
細
 

の
 
つ

り

 

川
忠
興
か
ら
農
更
を
命
ぜ
ら
れ
て
大
庄
 

屋
と
な
り
、
小
笠
原
藩
と
な
っ
た
後
も
 

代
々
大
庄
屋
を
つ
と
め
て
幕
末
ま
で
そ
 

の
仕
事
に
あ
た
り
ま
し
た
。
 

（
寄
稿
 

福
田
 

昌） 

?
 
*
 
*
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 ?
 

廿
金
田
公
民
館
 

俳
句
教
室
廿
 

緑
蔭
と
い
ふ
淋
し
さ
に
憩
ひ
け
り
 

岩
井
 
鬼
童
 

軍
歌
と
は
思
春
期
の
唄
朴
散
華
 

出
水
 
月
舟
 

ア
マ
リ
リ
ス
ハ
方
美
人
の
ご
と
咲
 

き
ぬ
 

建
部
「
百
紀
 

夏
神
楽
問
答
の
鬼
や
ぶ
れ
た
り
 

日
比
生
利
子
 

背
ナ
の
子
の
足
で
よ
ろ
こ
ぶ
鯉
職
 

沖
田
ト
ミ
z
 

太
鼓
打
つ
男
が
燃
ゆ
る
祭
の
夜
 

田
村
 

君
子
 

白
服
を
を
ど
つ
と
吐
き
出
す
改
札
 

ロ
 

花
石
か
ほ
る
 

？ 

水
音
に
つ
か
ず
は
な
れ
ず
夏
の
蝶
 

?
 
?
 

ー

糾

ー

甚

ー

昇

ー

善

ー

叫

ー

苦

ー

 善

ー

 鼻

ー

苦

ー

菅

・

‘

秤

ー

 
》

・

・

叫

ー

苦

ー

菅

ー

骨

！

ー

骨

ー

 苦

ー

 
苦

ー

苦

ー

菅

ー

 苦

ー

苦

ー

苦

ー

吾

ー

甚

ー

 骨

ー

苦

ー

 苦

ー

菅

ー

菅

ー

暑

ー

菅

ー

剖

ー

甚

ー

甚

ー

 苦

ー

苦

ー

 

8
月
 29 

日
『
水
と
灯
火
の
タ
べ
』
午
後
7
時
か
ら
9
時
 30 

分
ま
で
（
彦
山
川
、
中
元
寺
川
合
流
点
）
 

永
尾
喜
美
江
 

首
な
し
の
五
百
羅
漢
に
青
時
雨
 

原
 
美
恵
子
 

夏
落
葉
散
り
重
り
て
鳥
の
声
 

末
継
 
久
香
 

点
滴
の
瓶
の
向
ふ
の
雲
の
峰
 

香
月
 
冨
子
 

通
院
の
日
差
し
を
た
た
む
日
傘
か
 

な
 

大
久
保
和
子
 

ミ
二
ば
ら
の
一
枝
咲
い
て
ポ
チ
の
 

墓
 

大
堀
マ
サ
2
 

蛍
火
の
揺
る
る
水
面
を
掬
ひ
け
り
 

塚
本
美
樹
弥
 

ベ
ラ
ン
ダ
に
踊
る
干
物
梅
雨
晴
間
 

原
田
 

鈴
枝
 

奥
嶺
来
し
水
の
こ
ご
急
に
蛍
待
つ
 

市
川
 
法
子
 

俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
一
緒
 

に
勉
強
し
て
見
ま
せ
ん
か
。
特
に
 

初
め
て
の
方
歓
迎
致
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 

冨
 22 

ー
〇
6
3
1
 
市
川
ま
で
 

(9) 1993年（平成5年）8月1日 
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薫

薫

美

美

美

玉

薫

薫

美

美

美

薫

受

 

美

薫

 

屍 
た な 

美

薫

薫

美

美

美

美

薫

美

美

薫
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20 
歳
に
な
っ
た
ら
 

学
生
も
 

国
民
年
金
 

ら 

年金は2〇歳から生涯のおつきあい 

＝節目ごとの届出をお忘れなく＝ 

ず、1号、2号、3号のいずれかに該 

当しています。 

知っていますか． 

●サラリーマン、0Lの期間（2号）以 

外は、すべて自分で届出をしなけれ 

ば、年金の資格が途切れてしまい、 

将来受ける年金に影響します。 

20歳になったら、必ず国民年金に 

加入しなければならないこと。知っ 

てし、ますか？ 

退職して、次の会社へ勤めるまでの 

短い期間だからといって、国民年金の 

届出をしないと、将来の年金が少なく 

なるってこと。 

●人生の節目ごとにチェックをして、 

1 号、3号になったときは届出を忘 

れないことが大切です。 

知っていますか？ 

●結婚記念日には、ご夫婦そろって年 

金のチェックをしてみてはいかが 

ですか？ 

ご主人に扶養されているサラリー 

マンの奥さんは、国民年金第3号の届 

出をするだけで、保険料を納めたこと 

になるってこと。 

●国民年金は20歳から生涯のおつき 

い。60歳になるまでは、みんな必 

平
成
5
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
 

課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
 

国
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
 

ら
れ
た
事
に
伴
っ
て
（
平
成
四
年
度
ま
で
は
四
十
六
万
 

円
が
、
平
成
五
年
度
か
ら
は
五
十
万
円
に
）
本
町
の
国
 

民
健
康
保
険
税
課
税
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

卿嗣 田 急田回 皿圏図 

、』， 

サラリーマンの奥さんの？ 

にお答えしますF 

「サラリーマンの妻の届」が遅れると 

損をするってホント？ 

厚生年金、共済組合に加入している夫に扶養されてい 

ても、サラリーマンの奥さんは届出をし認定されません 

と第3号被保険者には該当しません。 

その届出も、保険料の時効の関係で、2年以上さかのぼ 

った分は、保険料の滞納期間と同じ扱いになります。届 

出が遅れたり、怠ったりしますと、将来受けとる年金額 

が減ったり、年金そのものが受けられなくなったりしま 

す。 

こんなことにならないように、急いで届出をしましよ 

う。 

サラリ一マンの妻は、保険料を納めなくてもよいと聞 

いたけど、夫が会社を辞めて独立した場合は？ 

ご主人が会社を辞めますと、ご主人は、第2被保険者か 

ら第1号被保険者に変わります。それにともなって、奥 

さんも第3号被保険者から第1号被保険者となり、国民年 

金保険料は自分で納めることになります。 

ご夫婦とも、届出が必要です。 

国民健康保険の高額療養費自己負担 

限度額が変わります。 

平成5年5月診療分から国民健康保険高額療養費の 

自己負担額が、下の表のように変わります。 

高額療養費自己負担限度額表 

-～ ×＼ 3 回まで 4 回以上 
～ 、

、 

課税世帯 60.000 34,800 

平成5年4月診まで 

非課税世 33,600 23,400 

課税世帯 63,000 37,200 

平成5年5月診より 

非課税世 35,400 24.600 

課税世帯 30,000以上（1人にっき） 

世 帯 合 算 

非課税世 21,000以上（1人にっき） 

特 定 疾 患 10,000以上 

4回以上＝当該療養があった月以前の12 力月以内に、既 

に高額療養費が支給されている場合 

1993年（平成5年）8月1日（10) 

08 月3日（火）~ 

8 月22日（日） 

収蔵品展 

ところ 田川市美術館 

料金一般 1〇〇円 

高・大生 5〇円 

小・中生 3〇円 

08 月8日（日） 

開場午前11 時ヘノ 

NHK のど自慢 

ところ 田川文化センター 

ゲスト 新沼 謙治 

神野 美伽 

司 会 宮川泰夫アナウンサー 

（予約者のみ） 

⑥8月19日（木）"-'21日（土） 

糸田町少年のバス 

ところ 国立諌早少年自然の家 

⑥8月29日（日） 

下田川子どもスポーツ大会 

ところ町民グラウンド 

⑥8月16日（月） 

午前1〇時～ 

成人式 

ところ 勤労青少年ホール 

08 月29日（日） 

高校生スポーツ大会 

（時間場所未定） 

肩昭回 

08 月12日（木） 

午後 7 時30分～ 

盆おどり花火大会 

ところ そえだ 

サン・スポーツランド 

（雨天時8月16日（月） 

に順延） 

@8 月16日（月） 
ミ1一 
JI 午前9時ヘノ 

成人式 

ところ 添田町民会館 

08 月15日（日） 

午前1〇時～ 

成人式 

ところ 中央公民館 

お層図 

⑥8月18日（水） 

午後7時3〇分ヘノ 

盆おどり花火大会 

ところ 農協横広場 

財団法人擢岡県市町村振興協金 

は
い
、
福
深
く
ん
 12 
キロ。 

サマージャンボ1億2』加万円 
―等 前後賞合わせて1億2 000万円×1路本・45ユニトe場含 

可rmに ョ、一中 二二 ・ ●期間 狙i調＊，月3日垂 

一准よ己 」「に二＋ 
、繊つくり等に梗われ事t 

弱制 

08 月5日（木） 

午後8時～ 

同和問題講演会 

演 題「同和問題の今日的状況 

と私たちの課題」 

講 師 福岡県教育委員会社会 

教育課 

課長補佐 安穂 龍生氏 

08 月22日（日） 

午後4時～ 

パザー・花火合図・盆おどり 

花火打上げ 

ところ 赤村コミユニティ広場 

8月の主な行事 
【全国版】 

1 日（日） 

夏の省エネルギー総点検の日 

水の日水の週間（'--'7日） 

観光の日観光週間（'-'-'7日） 

行方不明者等捜索強化月間 

道路をまもる月間 

北方領土返還要求運動強調月間 

2日（月） 

食品衛生週間（'-'8日） 

6日（金） 

広島原爆記念日（午前8 : 1 5 ) 

9日（月） 

長崎原爆記念日（午前1 1:2 ) 

10日（火） 

道の日 

健康ハートの日・健康ハート週間 

(~16 日） 

お天気フェア東京（"-'15日） 

15日（日） 

全国戦没者追悼式（正午） 

19日（木） 

バイクの日 

20日（金） 

'93ヤング・ライスクツキング・コン 

テスト（東京） 

お天気フェア仙台（'-'22日） 

23日（月） 

世界精神保健連盟1993年世界会 

議（'-'27日千葉幕張メッセ） 

25日（水） 

防災フエア’93 ("-'3〇日） 

30日（月） 

防災週間（"-'9月5日） 

建築物防災週間（"-9月5日） 

31日（火） 

消費税（個人事業者）の中間申告と 

納付の期限 

8
月
 29 

日
『
水
と
灯
火
の
タ
べ
』
午
後
7
時
か
ら
9
時
 30 

分
ま
で
（
彦
山
川
、
中
元
寺
川
合
流
点
）
 

(11) 1993年（平成5年）8月1日 



新金田町音項司ちョ 決定Zノ 

金田たつえさんレコ 
金田音頭は昭和20年代よりありましたが現在の金田 

町の二ーズに合った新しい歌詞を募集しました。この 

たび香春町高野在住で今年3月まで金田小学校校長の 

岡野富司生さん（写真）の歌詞が最優秀に輝き（優秀賞、 

藤林俊信さん、久保富美雄さん）5月29日東京の日本 

コロンビアでプロ歌手金田たつえさんの唄でレコーデ 

イングされました。 

今年は、盆おとりも 
とも しび 

水と灯火のタへも 

新金田音項て 

フィーバーてすグ 

ディ ング 

新
金
田
音
頭
 岡

野
 

富
司
生
 
作
詞
 

一
、
さ
あ
諮
喝
つ
し
毎
な
さ
ん
 

金

田

の

音

頭

 

ー、 

手

拍

子

揃

え

て

 

手

拍

子

揃

え

て

 

賑

や

か

に

 

ョ

イ

ヤ

サ

ノ

ョ

イ

ヤ

サ

 

ひ
 

こ
 

か
 
わ
 
ら
 

な
 

●」 

一
一
、
英
彦
の
川
源
に
 

菜

の

花

咲

い

て

 

春

を

奏

で

る

 

春
を
奏
。
て
る
 

琴

の

音

が

 

ョ

イ

ヤ

サ

ノ

ョ

イ

ヤ

サ

 

三

、

金

田

し

女

の

 

浴

衣

の

舞

に

 

流

れ

カ

ン

ジ

ョ

ウ

の

 

流

れ

カ

ン

ジ

ョ

ウ

の

 

灯

が

揺

れ

る

 

ョ

イ

ヤ

サ

ノ

ョ

イ

ヤ

サ

 

い
、
 

四 

黄に 
金＝ 

li_I 皮み 

笠甘丁つ 
の・つ 

参トか 

五
、
 

稔

り

の

田

な

か

 

し
 

し
 

ふ
え
 

け

声

 
山

笠

の

掛

け

声

 
獅

子

の

笛

 

ョ

イ

ヤ

サ

ノ

ョ

イ

ヤ

サ

 

ひ
 
の
 
お
 

も
 
み
 
じ
 

は
 

日

王

の

山

に

 

紅

管

も

映

え

て

 

ふ
れ
あ
い
 
塾
 
に
 

ふ

れ

あ

い

塾
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岡野富司生さん 

綴
築
後
記
ー
「
哨
 

m
（響」 

タ
 
立
 

「紘加』 

膨
m
m
 

1

I

一
 

タ
立
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ
 

る
の
が
特
徴
で
す
。
激
し
い
雨
が
あ
が
 

る
と
力
ラ
リ
と
晴
れ
て
、
何
事
も
な
か
っ
 

た
よ
う
に
ま
た
せ
み
し
ぐ
れ
が
戻
り
、
街
 

が
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
の
が
面
白
い
 

の
で
し
ょ
う
。
俳
句
の
題
材
と
し
て
、
よ
 

く
登
場
し
ま
す
。
 

タ
立
に
め
れ
た
る
幹
を
あ
り
の
ぼ
る
 

（
小
島
梅
雨
）
 

タ
立
は
、
盛
夏
の
午
後
に
よ
く
起
こ
り
 

ま
す
。
積
雲
が
発
達
し
て
積
乱
雲
と
な
 

り
、
た
ち
ま
ち
空
一
面
に
広
が
り
、
暗
く
 

な
り
、
大
粒
の
雨
が
激
し
い
勢
い
で
落
ち
 

て
き
ま
す
雷
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

と
き
に
は
、
局
地
的
に
水
害
を
引
き
起
こ
 

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

タ
立
は
、
タ
立
雲
が
通
過
す
る
と
、
一
 

時
間
か
そ
こ
ら
で
あ
っ
け
な
く
終
わ
り
 

ま
す
。
ま
た
 
「
タ
立
は
馬
の
背
を
分
け
 

る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
極
め
て
 

狭
い
範
囲
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の
も
 

特
徴
で
す
。
車
で
走
っ
て
い
る
と
き
、
タ
 

立
に
遭
う
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
タ
立
雲
 

の
下
を
通
過
し
て
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
は
 

水
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
夏
は
、
水
の
 

需
要
が
増
え
る
季
節
で
す
。
そ
こ
で
、
水
 

資
源
に
関
心
を
も
ち
、
有
効
に
水
を
利
用
 

す
る
た
め
に
、
毎
年
八
月
一
日
を
「
水
の
 

日」 

こ
の
日
を
初
日
と
す
る
一
週
間
が
 

「
水
の
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
の
 

大
切
さ
を
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
も
の
 

で
す
。
 

1993年（平成5年）8月1日（12) 


